
三幸エステートの先進オフィス事例

「生活機会（より良く生きるための選択肢）の
最大化」を目指し事業領域を拡大し続けてきた

生活情報を扱う独自のビジネスモデル「ライフメディアプラットフォーム事業」を
運営している株式会社じげん。2006年の創業以来、わずか7年で東証マザーズ
市場に上場するなど、急激な成長を遂げている。2014年3月、赤坂から東新宿に
本社移転を実施。移転後1年が経過した現在も安定したオフィスの維持管理が
できているという。今回は、オフィスの特長とともにオフィス運営の秘訣について
お話をお聞きした。

先進オフィス事例　オフィスを経営の力に 株式会社じげん

社内外との交流を高めるために
オフィスの改善は限りなく続く

株式会社じげん
経営推進部　広報担当
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ZIGE×Nは、生活機会の最大化を目指し、
インターネットを通じて宇宙（せかい）をつなぐ『場』を

提供することで、
社会との調和を図り、共に持続的発展を追求していく。
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立地のこだわりよりも
従業員の満足度を優先

「集」「創」「語」のコンセプトで
新オフィスを構築していく

接客エリアのテーマは理念の表現。
執務エリアはコミュニケーションの向上

オフィス創りはいつまでも続く
確立させている維持管理の仕組み

立地のこだわりよりも
従業員の満足度を優先

「集」「創」「語」のコンセプトで
新オフィスを構築していく

会議室を配置した
バリエーション自在の
オープンスペース

2013年 4月 ▶ 移転決定
9月 ▶ 移転先決定
10月 ▶ パートナー会社の決定

2014年 3月 ▶ 施工会社と調整

12月 ▶ レイアウト・デザイン決定

3月23日▶ 引越し
3月24日▶ 移転完了

じげんが更なる次元に進むための基盤づくり
社員が増え、新たな成長事業が立ち上がる中で、社会に
対してより大きなインパクトを与えながら急成長し、
社会・会社・社員がともに持続的に発展できるプラット
フォームを創る。

今後、M＆Aの加速や更なる戦略子会社の設立も視野に
入れ、グループ連結でシナジーを発揮し、最大限の成果
を引き出す基盤として、オフィスを再構築する。

オフィスづくりの方向性
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